
「封印が開かれる 2」            2019 年 08 月 20 日 

ヨハネの黙示録 6 章 9 節～17 節 小羊が第五の封印を開いたとき、神の言葉と自分た 

ちがたてた証しのために殺された人々の魂を、わたしは祭壇の下に見た。彼らは大声でこ

う叫んだ。「真実で聖なる主よ、いつまで裁きを行わず、地に住む者にわたしたちの血の

復讐をなさらないのですか。」すると、その一人一人に、白い衣が与えられ、また、自分

たちと同じように殺されようとしている兄弟であり、仲間の僕である者たちの数が満ちる

まで、なお、しばらく静かに待つようにと告げられた。また、見ていると、小羊が第六の

封印を開いた。そのとき、大地震が起きて、太陽は毛の粗い布地のように暗くなり、月は

全体が血のようになって、天の星は地上に落ちた。まるで、いちじくの青い実が、大風に

揺さぶられて振り落とされるようだった。天は巻物が巻き取られるように消え去り、山も

島も、みなその場所から移された。地上の王、高官、千人隊長、富める者、力ある者、ま

た、奴隷も自由な身分の者もことごとく、洞穴や山の岩間に隠れ、山と岩に向かって、「わ

たしたちの上に覆いかぶさって、玉座に座っておられる方の顔と小羊の怒りから、わたし

たちをかくまってくれ」と言った。神と小羊の怒りの大いなる日が来たからである。だれ

がそれに耐えられるであろうか。 

 

小羊キリストが、第五の封印を開いた時、ヨハネは神の言葉と自分たちが立てた証しの 

ために殺された人々の魂を、祭壇の下に見た。殉教者は信仰に命を捧げ、犠牲・生け贄と

なったとして、燔祭用の祭壇の下に置かれていたのである。彼らは大声で、「真実で聖な

る主よ、いつまで裁きを行わず、地に住む者にわたしたちの血の復讐をなさらないのです

か」と、苦難を受けた自分たちの犠牲の報復のために、真実な神はなぜ、裁きをなさらな

いのかと叫んだ。「すると、その一人一人に、白い衣が与えられ、また、自分たちと同じ

ように殺されようとしている兄弟であり、仲間の僕である者たちの数が満ちるまで、なお、

しばらく静かに待つようにと告げられた。」「白い衣」は、天上界に入る時に着るもので、

天上に迎えられる約束の衣である。そして、神が決められた殉教者の数に達するまでは、

しばらく静かに待つように告げた。それは、ローマ帝国による迫害は、いましばらく続く

との予告である。 

 「また、見ていると、小羊が第六の封印を開いた。そのとき、大地震が起きて、太陽は

毛の粗い布地のように暗くなり、月は全体が血のようになって、天の星は地上に落ちた。」

大地震が起きて、太陽は暗くなり、月は血のようになって、天の星は地上に落ちた。典型

的な天変地異によって著わされた黙示である。その時、いちじくの青い実が、大風に揺さ

ぶられて振り落とされるように、天は巻物が巻き取られるように消え去り、山も島も、み

なその場所から移された。大地震によって、天は小さく、見えなくなるように消え去り、

山も島も形が変わって、分らなくなった。「地上の王、高官、千人隊長、富める者、力あ

る者」の 5 者は「強者」に属する人たちである。「奴隷も自由な身分の者」は「残余の人々」

を一括した表現であろう。即ち、これら全ての人が洞穴や山の岩間に隠れ、山と岩に向か

って、「わたしたちの上に覆いかぶさって、玉座に座っておられる方の顔と小羊の怒りか

ら、わたしたちをかくまってくれ」と恐れて言った。「神と小羊の怒りの大いなる日が来

たからである。だれがそれに耐えられるであろうか。」神の怒りの終末的な裁きは目前に

迫っている。神とキリストの怒りからかくまってくれと、人々は絶望的な最後の叫びをあ

げる。一方、キリスト者たちは、終わりの日の到来を篤く待ち望んでいる。 


